
 

「児童生徒の新たな発見や可能性を引き出す」 

                                   校長 門脇 敏昭 

気が付けば、もうすぐ１２月。４月からこれまで、保護者の皆様そして、地域の皆様には多くの御支援・御協

力いただいていますことに感謝申し上げます。これからもお子さんを中心に据え、保護者の方々と学校との連

携を大切にし、学校教育活動を進めて参りますのでよろしくお願いいたします。 

 さて、１１月１６日の小学部・中学部・高等部普通科、産業技術科全校での学校祭は、いかがでしたでしょ

うか。この学校祭では、各学部のこれまでの学習の成果を御来場の皆様に御覧いただくのはもちろん、本校の

教育理念に掲げている、様々な学年の児童生徒が一緒に学習活動に取組むことで、互いの個性を認め合い、イ

ンクルーシブ教育の推進につながるものと考えております。そして、「自分らしく ともに学び ともに輝く」

児童生徒の育成を目指し、学校全体として活動できる「教育の場」を積み重ねていきたいと思います。 

ある日の出来事です。以前にあった研修会で、講師の先生が話題にしていていた本をふと思い出し、本屋で

手に取りました。その本のタイトルは、「心に響く小さな５つの物語」本の厚さは薄く、１５分で読める感動

実話とのコメントがありました。すぐに読み切れるわりには、実に興味深く、共感する内容でありました。内

容も素敵でしたが、あとがきに以下の作者のコメントが書かれていました。 

「時間は音符である、という話をある先輩から聞きました。例えば、ベートーベンの『運命』の出だし。並ん

でいる音符は同じでも、カラヤンが、フルドヴェングラーが、小澤征爾がタクトを振れば、それぞれに違いま

す。時間も使う人によって異なってくる。それは、場や環境も同じではないかと思いました。与えられた場や

環境は同じでも、人がそれをどのように使うかによって、大きく違ってくる。」と述べられていました。これ

を読んだ時、学校教育も同様であると思いました。特に新設校である本校の教育活動においては、児童生徒一

人一人のニーズを見据え、この学校の教育資源（教育教材や施設設備等）をどのように有効活用できるかを、

しっかりと考えることが重要で、実態に応じた学習を実践することで、新たな発見や児童生徒の可能性を引き

出すことにつながるのだと改めて感じました。 

 令和６年も残すところ１か月余り、まずは「しっかりと食べ」「しっかりと休み」健康第一で学校生活そし

て、家庭生活を送りたいものですね・・・ 

                     

           １１月１６日（土）に実施しました「学校祭」では、多くの御家庭の皆様に来校い 

ただき、ありがとうございました。全校児童生徒の心を合わせた学校祭ができまし 

た。各学部で趣向を凝らした学校祭ができ、御参加の皆様にはうれしいお言葉を 

頂戴しました。今号では、各学部の学校祭での取組を御覧ください。 
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わくわくドキドキ 

大成功の学校祭 

心をひとつに！ 夏祭り!!                      中学部主事 泉 太郎 

中学部では「祭」に合わせて「夏祭り」の曲で合奏をしました。練習は、最初はキーボード、木琴・グロッ

ケン、太鼓の３つのパートに分かれて練習をして、その後３つのパートを合わせて練習を繰り返しました。 

最初は自信がなくて、失敗をしてしまうこともありましたが、中学部全員で練習を繰り返すことで、少しず

つ自信も出てきました。 

当日はドキドキした気持ちでしたが、ステージ 

に上がってからは、落ち着いて演奏をすることが 

できました。演奏後のどまカフェの飲み物がおい 

しかったです！ 



「東北の祭りを踊って」 

        高等部普通科１年１組  色摩さくら 

 私は学校祭で青森のはね人と宮城のすずめ踊りを踊り

ました。すずめ踊りは小学 4年の運動会でも踊ったので、

とても楽しかったです。すずめ踊りでは、せんすをなるべ

く大きく動かすところを意識しながら踊りました。みんな

で心を一つに合わせて踊ることができてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

「どまカフェのオープンを振り返って」 

        高等部産業技術科１年３組 渡邉竜世 

 私は接客とサポートを担当しました。サポートは周りを

よく見てできたので良かったです。接客は少し間違えたと

ころがありましたが、直せる程度だったのでこれからは気

を付けたいです。緊張しましたが、やっているうちに取れ

て楽しくできました。もっとやりたいと思いました。 

 

 

 

 

お知らせ  令和７年度の 

通学バスについて 

 現在、令和７年度の通学バス編成を学校で行って

います。来年度は児童生徒増に伴い、２コース増え

る予定です。基本的には現在の乗降場所を変えませ

んが、今年とは違うバスに乗る場合もあります。決

まりましたら御家庭に御連絡いたしますのでよろし

くお願いします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事 

１ 日  

２ 月 
進路面談（高１）（１７日（火）まで） 

 OT来校日③ 

３ 火  

４ 水 医ケア巡回指導医訪問⑤ 

５ 木  

６ 金  

７ 土  

８ 日  

９ 月  

１０ 火  

１１ 水  

１２ 木 
 高等部入学者選考出願期間 

    １２月２６日４時まで 

１３ 金    校外学習（高等部産業技術科） 

１４ 土   

１５ 日  

１６ 月  

１７ 火  

１８ 水 
指導主事学校訪問 １３：３０下校 

ALT来校（高等部産業技術科） 

１９ 木  

２０ 金 冬休み前集会 

２１ 土  

２２ 日  

２３ 月 冬期休業日（１月６日（月）まで） 

２４ 火  

２５ 水  

２６ 木  

２７ 金  

２８ 土  

２９ 日 閉庁日（１月３日（金）まで） 

３０ 月  

３１ 火  

 

１２月の行事予定 

 レッツゴー！探検ラリー 

         小学部Ｂ４年１組担任 佐竹美紅 

 小学部の学校祭の取り組みとして、親子で探検ラリーを

行いました。高学年が接客をするボウリングコーナーの他

に、運動遊び、光遊び、低・中学年が作成したパネルを設

置した写真撮影コーナーなど楽しめる体験コーナーを設

置しました。また、校内の教室のチェックポイントや動く

チェックポイントを設けて、地域の方や保護者の方に新し

い校舎を見ていただけるようにしてみました。多くの方々

に楽しんでいただけていればうれしいです。 

 


